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おそ 

私 はよ く、 ホ— ム シックに 襲われる 少年であった。 

八百屋の 店頭に、 水色の キャベツが 積まれ、 赤い ト 

マト ォが 並べられ、 雪の ように 白い 夏大根が 飾られる 

なお ひとしお 

頃になる と、 私の ホ ー ム シック は 尚 一入 烈しくな るば 

かりであった。 

ゆううつ うちみず 

そんなと き、 私 は 憂鬱な 心 を 抱いて、 街 上の 撒水が 

淡い 灯 を 映した 宵の 街々 を、 微かな 風鈴の 音 をき きな 

さまよい 

がら、 よく ふらふらと 逍遙 あるいた ものであった。 

つる しょく あおじろ 

店の 上に 吊された、 五十 燭 ぐらいの 電燈 が、 蒼白い、 

そして みずみずしい 光 を ふりまき、 その 光に 濡れ そ 

ぼって いる 果物屋の S や、 八百屋の 店 は、 ますます 私 



友人と 落ち合った。 彼 は 非常に 沈んで いたよう であつ 

た。 

「誰か 送って 来たの？ それとも 誰か 来る の？」 と 私 

さ 

ま^、 -^。 

h^. 1 一 11 口 レ T/ 

「う うん。 」 

彼 は 神経質な 眼 をして 頭 を 振った。 

「君 は？」 と 彼 は 訊いた。 

「僕 も、 ただ 散歩に。 —— ここへ 来る と、 田舎の 言葉 

が 聞け る もんだ から …… 」 

「僕 もそう なんだ よ。 ただ それだけで、 僕 は 小石 川 か 

ら わざわざ 出掛けて 来 るんだ よご 



彼 はこう 言って、 深い 深い 溜め息 を 一 つついた。 

私と 彼と は、 黙々 として 目を伏せて 公園 前の 方へ 歩 

いて 行った。 そうして 歩きながら、 彼 は 低声に、 哀れ つ 

ぼい 調子 をつ けて 歌った のであった。 

ていしゃば ふるさと 

停車場の、 地図に 指 あて 故里と 

都の 距離 を はかり 見る かな。 

私 も 彼 も、 大望 を 抱いて 東京へ 出て 来たので あった。 

故里 を 去る 時には、 その 意志 を 貫かない うち は、 石に 

嚙リっ いても 帰らな、，' はずであった。 



けれども、 夏が 来て、 八百屋の 店頭に 赤い トマト ォ 

が 積み あげられ、 水色の キャベツが 並べられ、 白い 夏 

大根が 飾られる 頃になる と、 私 は 今でも、 彼の あの 歌 

を 思い出す ので ある。 
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